
看護学科
統合基礎看護学講座

看護形態機能学領域

学会発表
国内全国規模の学会
1 中村美佳，河野 史：新生仔期の養育母タイプの違いが脳内 corticotropin-releasing factor ニュー
ロンの分布に及ぼす影響．第124回日本解剖学会総会全国学術集会．2019，3，27‐29．抄録集
p199．

2 楢原美鈴，河野 史：不適切なサイズの靴の着用が下肢筋群の発達に及ぼす影響．コ・メディカル
形態機能学会第18回学術集会・総会．2019，9，7‐8．形態・機能，17，1，71．

3 ＊岩屋弓子，河野 史：給餌後のガストリンおよびCCK細胞数の経時的変化－高齢者の食後の看護
のための実験研究－．コ・メディカル形態機能学会第18回学術集会・総会．2019，9，7‐8．形
態・機能，17，1，74．

基礎看護学領域

著 書
1 長家智子，古島智恵，藤野成美，末次典恵，本田裕美，坂美奈子：増強改訂版 看護過程の展開と
指導 よくある“つまづき”を44事例で読み解く！，長家智子（監修）．日総研出版．愛知 2019，
11，1．

原著論文
1 坂美奈子，原田広枝，末永陽子：授業設計における看護教員の思考自己評価尺度の開発．日本看護
科学学会誌，Vol．38，356‐364，2019，3，16．

2 Furushima C, Oyama J, Asaka M, Kotooka N, Nagaie T, Node K: Influence of Maintenance of Face-
Down Positioning on Physiological and Psychological Factors. Vascular Failure, 3(1): 12-18, 2019.

総 説
1 古島智恵，長家智子：【よく出会う症状別看護計画の立て方】（Part1）呼吸困難．プチナース，
28（12）：22‐24，2019，10．

2 ○古野貴臣，長家智子：【よく出会う症状別看護計画の立て方】（Part2）不眠．プチナース，
28（12）：25‐27，2019，10．

3 坂美奈子，長家智子：【よく出会う症状別看護計画の立て方】（Part3）浮腫．プチナース，
28（12）：28‐30，2019，10．

4 坂美奈子，長家智子：【よく出会う症状別看護計画の立て方】（Part4）嚥下障害．プチナース，
28（12）：31‐33，2019，10．

5 ○古野貴臣，長家智子：【よく出会う症状別看護計画の立て方】（Part5）便秘．プチナース，
28（12）：34‐36，2019，10．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

助 教 坂 美奈子 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

看護教員を対象とした授業改善プログ
ラムの構築と検証

650

助 教 坂 美奈子 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

中途採用者の転職による職場適応プロ
セスの解明と再適応を支援するための
キャリア発達プログラムの開発

39

准教授 古島 智恵 公益財団法人循環器病研究
振興財団2019年度循環器疾
患看護研究助成

（代表） 心不全患者の在宅療養継続のための看
護師連携ツールの開発研究―病棟，外
来，訪問看護，および介護保険施設看
護師間で必要な情報共有シートの作成
―

200

6 古島智恵，長家智子：【よく出会う症状別看護計画の立て方】（Part6）倦怠感．プチナース，
28（12）：37‐38，2019，10．

学会発表
国際規模の学会
1 Furushima C, Nagaie T: Effective of self-exercise for pain in maintenance of face-down positioning
after vitrectomy. 22nd EAFONS 2019. 2019, 1, 17-18. 22nd EAFONS 2019 conference, 28: 1B22.

2 Minako Saka, Hiroe Harada, Yoko Suenaga: Development of a thinking evaluation scale in instruc-
tional design for nursing faculty. 22nd EAFONS 2019. 2019, 1, 17-18. 22nd EAFONS 2019 confer-
ence, 54: 2G25.

国内全国規模の学会
1 中村健太郎，長家智子，古島智恵：新人看護教員の臨地実習における教授活動の悩みと支援に関す

る文献検討．一般社団法人日本看護学教育学会学術集会 第29回学術集会．2019，8，3‐4．日本
看護学教育学会誌，29，学術集会講演集，197．

2 ＊本田裕美，長家智子：入退院支援 看護の専門性を引き出し残すための「看護診断の活用と記録」
を探る．第25回日本看護診断学会学術大会．2019，7，6‐7．看護診断，24（2）：83．

3 ○宮之下さとみ，長家智子：認定看護管理者の専門看護師活用における認識に関する質的研究．第23
回日本看護管理学会学術集会．2019，8，23‐24．日本看護管理学会学術集会講演集．

地方規模の学会
1 長家智子：効果的なプレゼンテーション．平成30年度第37回佐賀県看護研究学会．2019，3，10．

第37回佐賀県看護研究学会抄録集 25‐32．
その他の学会
1 Tomoko Nagaie: Nursing Systems in Japan. The 8th International Seminar in Hawaii 2019. 2019, 3,
6. The 8th International Seminar in Hawaii 2019 summary, 4.

研究助成等

精神看護学領域

原著論文
1 Takaomi Furuno, Narumi Fujino, Yuji Fujimoto, Hiroko Shirai, Yuichi Iwamoto, Yuki Kamada, Fumi
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Yamaguchi: Development of a Visiting Nursing Practice Self-Evaluation Scale: Assessment of Skill
for Caring for Individuals With Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia. Res Gerontol
Nurs., 13(1): 49-60, 2020, 1, 1.

2 高野佳範，藤野成美，藤本裕二，古野貴臣，鎌田ゆき：急性期病院で勤務する看護師の認知障害高
齢者に対するパーソン・センタード・ケアを目指した看護実践とその関連要因．インターナショナ
ル nursing care research，18（1）：1‐9，2019，4．

3 ＊新田祥子，藤野裕子，藤本裕二，中村眞理子：産後1年間における母親が捉えた父母関係の特徴．
日本健康医学会雑誌 28（1）：41‐47，2019，4．

総 説
1 古野貴臣，藤野成美，藤本裕二，鎌田ゆき：行動・心理症状を有する認知症高齢者を対象とした訪
問看護実践の実態明確化および自己評価尺度の開発．公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団報告
書，2019，8．

学会発表
国際規模の学会
1 Narumi Fujino: Roles Expected of Public Health Nurse during Psychiatric Outreach. 6th Cross-
Cultural Health Care Conference. 2019, 1, 25-26. abstract book.

国内全国規模の学会
1 古野貴臣，藤野成美，藤本裕二，白井ひろ子，岩本祐一，鎌田ゆき：行動・心理症状（BPSD）を

有する認知症高齢者に対する訪問看護実践に関する研究．一般社団法人日本看護研究学会 第45回
学術集会．2019，8，20‐21．第45回日本看護研究学会学術集会－プログラム及び内容要旨－，621．

2 鎌田ゆき，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二：多職種チームにおける精神障がい者アウトリーチ実践
自己評価尺度の開発（第1報）．一般社団法人日本看護研究学会 第45回学術集会．2019，8，20‐
21．第45回日本看護研究学会学術集会－プログラム及び内容要旨－，627．

3 古野貴臣，藤野成美，藤本裕二，白井ひろ子，岩本祐一，鎌田ゆき，山口扶弥：行動・心理症状
（BPSD）を有する認知症高齢者に対する訪問看護実践評価尺度の開発（第1報）．第39回日本看
護科学学会学術集会．2019，11，30‐12，1．第39回日本看護科学学会学術集会抄録集 81．

4 鎌田ゆき，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二：多職種チームにおける精神障がい者アウトリーチ実践
自己評価尺度の開発（第2報）．第39回日本看護科学学会学術集会．2019，11，30‐12，1．第39回
日本看護科学学会学術集会抄録集 87．

5 藤本裕二：地域で生活する統合失調症者のリカバリーレベルに影響する要因の検討．一般社団法人
日本看護研究学会 第45回学術集会．2019，8，20‐21．第45回日本看護研究学会学術集会－プログ
ラム及び内容要旨－，627．

地方規模の学会
1 ＊竹下順子，山口智秋，藤野成美：入退院を繰り返す統合失調症患者に向けた看護師の退院支援．日
本精神科看護協会熊本県支部．2019，9，21．抄録集．

2 ＊福里留美，山口智秋，藤野成美：精神科閉鎖療養病棟の慢性便秘症患者におけるシンバイオティク
スを用いた排便コントロール．日本精神科看護協会熊本県支部．2019，9，21．抄録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 藤野 成美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

精神障害者の地域生活定着にむけたア
ウトリーチチームによる地域ケア連携
システム開発

200

教 授 藤野 成美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

復旧・復興期における乳幼児のいる被
災家族への市町村保健師の育児支援モ
デルの開発

400

教 授 藤野 成美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

急性期病院における認知症者の地域生
活継続を支援する看護連携ガイドライ
ン開発と検証

500

講 師 藤本 裕二 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

統合失調症者のリカバリーとスポーツ
科学に関する研究

600

研究助成等

在宅看護学領域

著 書
1 古野貴臣，長家智子：【よく出会う症状別看護計画の立て方】（Part2）不眠．プチナース 28（12），
25‐27．照林社．東京 2019，10，10．

2 古野貴臣，長家智子：【よく出会う症状別看護計画の立て方】（Part5）便秘．プチナース 28（12），
34‐36．照林社．東京 2019，10，10．

原著論文
1 ＊高野佳範，藤野成美，藤本裕二，古野貴臣，鎌田ゆき：急性期病院で勤務する看護師の認知障害高
齢者に対するパーソン・センタード・ケアを目指した看護実践とその関連要因．インターナショナ
ル nursing care research，18（1）：1‐9，2019，4．

2 ○Koichi Shinchi, Hitomi Matsunaga, Yumi Fukuyama: Proposal of a Model of Disaster Medical Educa-
tion for Practical Risk Management and Disaster Nursing: The SINCHI Education Model. Prehosp
Disaster Med, 34 (4): 438-441, 2019, 8.

3 Fukuyama Y, Akiyama A: Home-Care Nursing Challenges for Newly Qualified Nurses: A Qualita-
tive Study. International Journal of Gerontology, Special issue, 83-87, 2019.

学会発表
国際規模の学会
1 Fukuyama Y, Akiyama A: Home-Care Nursing Challenges for new-qualified Nurses: A Qualitative
Study. 11th IAGG Asia/Oceania Regional Congress 2019. 2019, 10, 23-27. Electronic abstract.

国内全国規模の学会
1 古野貴臣，藤野成美，藤本裕二，白井ひろ子，岩本祐一，鎌田ゆき，山口扶弥：行動・心理症状

（BPSD）を有する認知症高齢者に対する訪問看護実践評価尺度の開発（第2報）．第39回日本看
護科学学会学術集会．2019，11，30‐12，1．電子抄録．

2 ＊鎌田ゆき，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二：多職種チームにおける精神障がい者アウトリーチ実践
自己評価尺度の開発（第2報）．第39回日本看護科学学会学術集会．2019，11，30‐12，1．電子抄
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

助 教 古野 貴臣 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

認知症者の低活動症状に着目した
BPSD重症化予防に向けた看護アセス
メント指標開発

910

助 教 古野 貴臣 公益財団法人在宅医療助成
勇美記念財団

研究助成
（代表）

行動・心理症状（BPSD）を有する認
知症高齢者を対象とした訪問看護実践
の明確化および訪問看護実践評価尺度
の開発

436

准教授 福山 由美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

在宅医療処置トラブルの予防・対応型
シミュレーション教材の開発とその評
価

1，500

准教授 福山 由美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

新卒訪問看護師育成・支援のための長
期的な看護教育プログラムの開発

390

録．
3 古野貴臣，藤野成美，藤本裕二，白井ひろ子，岩本祐一，鎌田ゆき，山口扶弥：行動・心理症状

（BPSD）を有する認知症高齢者に対する訪問看護実践に関する研究．日本看護研究学会第45回学
術集会．2019，8，20‐21．電子抄録．

4 ＊鎌田ゆき，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二：職種チームにおける精神障がい者アウトリーチ実践自
己評価尺度の開発（第1報）．日本看護研究学会第45回学術集会．2019，8，20‐21．電子抄録．

5 福山由美，秋山明子：新卒訪問看護師が直面した看護実践上の困難性に関する検討：内容分析の結
果から．第24回日本在宅ケア学会学術集会．2019，7，27‐28．第24回日本在宅ケア学会学術集会
抄録集 194．

6 ＊秋山明子，福山由美：新卒者が訪問看護師として就職できる看護基礎教育のあり方に関する研究：
訪問看護事業所に勤務する訪問看護師のインタビュー調査より．第24回日本在宅ケア学会学術集会．
2019，7，27‐28．第24回日本在宅ケア学会学術集会抄録集 193．

研究助成等

国際保健看護学領域

原著論文
1 ＊高橋公一，野中良恵，秋永和之，柴山 薫，梅﨑節子，福山由美，新地浩一：看護系大学における
災害看護教育の課題－大学教員と災害看護の活動経験者の考える必要性のある教育項目の比較－．
Journal of Inclusive Education Vol．7，1‐15，2019，8，30．

総 説
1 Shinchi K, Matsunaga H, Fukuyama Y: Proposal of a Model of Disaster Medical Education for Practi-

cal Risk Management and Disaster Nursing: The SINCHI Education Model. Prehosp Disaster Med.
34(4): 438-441, 2019, 8.

学会発表
国内全国規模の学会
1 ＊高橋公一，野中良恵，山田由佳，金丸昌憲，新地浩一：看護系大学における災害看護教育に関する
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 新地 浩一 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

危機管理能力に優れた国際看護学領域
の人材育成のための教育プログラムの
開発研究

474

研究．第24回日本災害医学会総会・学術集会．2019，3，18‐20．米子．抄録集，p463．
2 新地浩一，松永妃都美，野中良恵，石橋秋奈，田中沙恵，高橋公一，金丸昌憲，山田由佳：実践的

な国際緊急援助活動を含む災害看護の人材育成のための教育プログラムの提言－SINCHI education
model－．第24回日本災害医学会総会・学術集会．2019，3，18‐20．米子．抄録集，p365．

3 野中良恵，松永妃都美，高橋公一，石橋秋奈，山田由佳，金丸昌憲，新地浩一：災害支援ナースの
教育・研修に関する研究－災害派遣経験の有無による比較・検討－．第24回日本災害医学会総会・
学術集会．2019，3，18‐20．米子．抄録集，p416．

4 松永妃都美，野中良恵，新地浩一：自主避難を継続する母親の福島第一原発の事故で放出される物
質へのイメージ．第24回日本災害医学会総会・学術集会．2019，3，18‐20．米子．抄録集，p484．

5 ＊Kyo H, Shinchi K: Civil-Military Cooperation through Pacific Partnership 2019 Vietnam.（English
Session）．第34回日本国際保健医療学会学術大会．2019，12，7‐8．三重県津市．抄録集，p103．

地方規模の学会
1 新地浩一：国際看護学の大学教員は生き残れるのか？．日本国際保健医療学会・西日本地方会第37

回大会．2019，3，2．福岡．抄録集，p40．
2 野中良恵，新地浩一：災害支援ナースが被災地で活動する際に必要と考える知識について．日本国

際保健医療学会・西日本地方会第37回大会．2019，3，2．福岡．抄録集，p41．
3 ＊橋本節子，上原美子，高田恵美子，新地浩一：ソロモン諸島国におけるヘルスプロモーテングス

クールの試み．日本国際保健医療学会・西日本地方会第37回大会．2019，3，2．福岡．抄録集，
p36．

4 ＊Takamatu M, Shinchi K, Noritake R: Donation program of medical devices during Pacific Partner-
ship 2018.（English Session）．日本国際保健医療学会・西日本地方会第37回大会．2019，3，2．
福岡．抄録集，p46．

研究助成等

臨床心理学領域

著 書
1 村久保雅孝：1．非社会的行動の理解 2．非社会的行動の問題性 3．非社会的行動への対応 4．
非社会的行動の周辺 コラム8．非社会性の内側．教育相談（MINERVAはじめて学ぶ教職16）
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